
ライフステージと栄養管理を考える

　本年度から、「応用栄養学」の講義と実
習を担当しています。人が誕生してから一
生を終えるまでの身体・栄養状態の変化を
理解し、その変化に対応しながら、健康で
豊かな生活を送るための栄養管理方法を
学んでいく科目です。すべてのライフステー
ジについて学修する必要があるので、基礎
栄養学・公衆栄養学・臨床栄養学・栄養教
育論など、多くの科目とつながりがあるとこ
ろがこの科目の魅力です。これまで習ってき
た知識をつなげていきながら、各ライフス
テージの課題とその解決方法を考えていき
たいと思っています。

教育研究者の道へ

　私の母は栄養士として小学校で働いて
おり、それがきっかけで栄養学の道へ飛び
込みました。はじめは大学卒業後には就
職しようと考えていましたが、大学で、異
なる栄養学の分野が結びつく楽しさを感
じ、一方で、栄養学のエビデンス（科学
的根拠）は未解明の部分が多いことも知
りました。そこで、裏づけをし、それを後輩
や社会へ教育・還元できる立場の管理栄
養士も必要ではないかと思い、教育研究
者の道に進もうと決めました。

研究の楽しさとやりがい

　人々が健康で豊かな生活を送るために
は、どういった食生活や環境があるとより
良いのか、を日々考えながら研究に取り組
んでいます。研究成果を学会発表や論文
で世に出すためには、誰よりも早く、学術
的に妥当で、おもしろいものである必要が
ありますが、同時に、栄養学に関わる人
が運用しやすい研究結果を示し、提案で
きる内容となるよう努めています。臨床や
行政の第一線で活躍されている皆様と意
見交換をし、助言をいただきながら研究を
することは楽しく、新潟県、そして日本や
世界に還元できる研究成果が挙げられる
よう、精進していきたいと考えております。
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「栄養」とは

　基礎栄養学を中心に、栄養素の働きと健
康を維持するしくみの基本について授業を
行っています。「栄養」とは生きていくための
体の働きそのものですので、ゼミでは栄養素
だけでなく、がんの進展にかかわる因子や、
体における糖鎖の役割、食品に含まれる機
能性成分の影響などを、遺伝子、細胞、個
体のそれぞれのレベルで研究しています。ま
た、食べ物のもう一つの機能である「おいし
さ」に関しても、匂いと味との関わりを中心に
新しい発見をしようと試みています。

研究に向いていないと言われた学生時代

　私が高校生だった頃、「バイオテクノロ
ジー」がブームとなり、農学部への進学を
志望しました。大学では栄養学講座で卒
業研究を行うこととなり、脂質過酸化と抗
酸化ビタミンについての研究を博士課程ま
で続けました。生活の大部分を研究室で
過ごす毎日を続けましたが、優秀な学生か
らはほど遠く、「研究に向いていない」とよ
く言われてきました。それでも「そんなこと
があるものか」という自負心のもと、諦めず
に現在まで研究を続けています。みなさん
も誰かに「向いていない」と言われても気
にせず、自分の決めた道を進んでください。

未知の課題に取り組む楽しさ

　実は、純粋に研究を楽しめるのは学生
（特に大学院生）時代であり、研究者に
なってからは成果を出すプレッシャーに追わ
れています。それでも「まだ誰もやってい
ない」ことを探究する知的好奇心と、予
想と異なる実験結果から新しい課題が生ま
れる楽しさは、真摯に研究に取り組んだも
のにしかわからない醍醐味です。ゼミの卒
業研究でも、決められた答えを出すのでは
なく、「未知の課題」に取り組む経験を楽
しんでもらえればと考えています。
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I TEM私のお気に入り ハンコ
大学教員になって、いろいろな業務のスケ
ジュール管理をすることの大切さを知りまし
た。そこで、ハンコをいくつか手帳に押しな
がら、簡単に、楽しく、時間管理をするように
なりました。

Piled Higher and Deeper
（PhD comics）

　Jorge Cham の comic strip（４コママンガ）である PhD comics 
です。文系・理系を問わず、研究者なら思わず笑ってしまうネタに満
ちています。ウェブサイト（http://phdcomics.com/comics.php）か
ら全て無料で読むことができるのですが、単行本と毎年のカレン
ダーも購入しています。
　なお、PhDは「博士号」のことで、"Doctor of Philosophy"の略な
のですが、表題はこれを"Piled Higher and Deeper"（無駄な知識を
蓄積させた）の略であるとする古典的なジョークに基づいています。
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